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撃
月
峰
米
兵
が
６７
％

雌

開
示
さ
れ
た

「
週
間
空

輸
実
績
」
は
〇
六
年
七
月

か
・り
空
輸

結
動
が
終
わ

っ

た
〇
八
年
十

二
月
ま
で
の

百

二
十

四
週
分
。
運
航

日

数

は

四

百

六

十

七

日

あ

り
、
う
ち

二
百
十
八
日
、

４７
％
が
バ
グ
ダ

ッ
ド
空
輸

に
充

て
ら
れ
た
。

空
輸
し
た
人
数
は

二
万

六
千
三
百
八
十

四
人
。
米

軍
は

一
万
七
千
六
百
五
十

政

治

の

意

思

示

し

た

北
沢
俊
美
防
衛
相
の
話

国
民
の
知
る
権
利
を
阻

害
す
る
政
治
は
本
来
の
姿

で
は
な
い
。

一
定

の
軍
事

機
密
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
政
治
の
意

思
と
し
て
国
民
に
き
ち
ん

防
衛
省
は
情
報
公
開
法

に
基
づ
き
、
航
空
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
で
行

っ
て
い
た

空
輸
活
動
を
記
録
し
た

「
週
間
空
輸
実
績

」
を
請
求
者

に
開
示
し
た
。
陸
上
自

衛
隊
が
撤
収
し
た

二
〇
〇
六
年
七
月
以
降

の
空
輸
活
動

で
、
昨
年
、
名
古
屋
高

裁
が
憲
法
違
反
と
し
た
首
都
バ
グ
ダ

ッ
ド

ヘ
の
米
兵
空
輸
を
行

っ
て
い
た
時
期

に
あ
た
る
。
前
政
権

で
は
中
身
が
分
か
ら
な
い
黒
塗
り

で
の
公
開
だ

っ
た
が
、

今
回
初
め
て
全
デ
ー
タ
が
開
示
さ
れ
た
。
請
求
者
は

「
政
権
交
代
の
効
果
」
と

評
価
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
関
連
０
面

を
担
当
す
る
兵
士
の
空
輸

数
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と

が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
は
米
軍
な
ど
の

「後
方
支
援
」
に
あ
た

る
。情

報
公
開
請
求
し
た
の

は
岐
阜
県
大
垣
市
田
町
の

近
藤
ゆ
り
子
さ
ん
貧
９
。

過
去
六
回
、

「週
間
空
輸

民
主
党
中
心

の
新
政
権
に
代

わ
り
、
航
空
白

衛
隊
に
よ
る
イ
ラ
ク
空
輸

活
動
の
「
週
間
空
輸
実
績
」

が
開
示
さ
れ
た
。
次
の
課

題
は
、
野
党
当
時
に
反
対

し
て
い
た
自
衛
隊
イ
ラ
ク

派
遣
の
再
評
価
だ
。

「
対

米
追
随

一
が
目
立

っ
た
前

実

績
」

の

公

表

を

求

め

た
。

開

示

さ

れ

た

の

は

「
実
施
期
間
」

「
運
航

日

数
」
の
み
で
、
あ
と
は
黒

塗
り
さ
れ
、
空
輸
の
中
身

は
不
明
の
ま
ま
だ

っ
た
。

こ
れ
を
不
服
と
し
て
四

回
異
議
申
し
立

て
を
し
た

が
、
三
回
は

「
防
衛
省

・

自
衛
隊
の
効
果
的
な
運
用

に
支
障
が
生
じ
る
」

「
関

係
国

。
関
係
機
関
と
の
信

頼
関
係
を
損
ね
る
」
と
の

理
由
か
ら
不
開
示
の
ま
ま

と
な

っ
た
。
今
回
は
七
月

に
異
議
を
申
し
立
て
、
九

月
二
十

四
日
付

の
北
沢
俊

美
防
衛
相
名
の

「
現
時
点

で
不
開
示
と
す
る
理
由
が

な
い
」
と
の
通
知
と
と
も

に
全

面
開
示
さ
れ
た
。

防
衛
省
、
黒
塗
り
か
ら

一
転

人
で
６７
％
を
占

め
、
他
国

の
軍
も
含
め
る
と
７‐
％
が

兵
士
だ

っ
た
。　
一
方
、
国

連
職
員
は

二
千

五
百
六
十

四
人
で

一
割

に
と
ど
ま

っ

た
。前

政
権
で
政
府

は

「
空

白
は
人
道
復
興
支
援
を
行

っ
て
い
る
」
と
説
明
し
て

き
た
が
、
復
興
支
援
を
担

う
国
連
職
員
に
比

べ
、
武

力
行
使
を
伴
う
治
安
維
持

と
情
報
を
提
供
す
る
よ
う

官
僚

に
指
示
す
れ
ば
、
明

ら
か
に
で
き
る
。
情
報
の

隠

ぺ
い
は
日
本

の
た
め

に

も
省
庁

の
た
め

に
も
な
ら

な
い
。
国
民
に
真
実
が
明

ら
か
に
な
る
プ
ラ
ス
の
方

が
、
日
本
の
政
治
と
し
て

は
る
か

に
大
き

い
。
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新
政
権
の
検
証
不
可
欠

政
権
と
の
違
い
を
鮮
明
に

で
き
る
か
注
目
さ
れ
る
。

二
〇
〇
三
年
二
月
、
当

時
の
小
泉
純

一
郎
首
相

は

米
英

に
よ
る
イ
ラ
ク
戦
争

に
い
ち
早
く
支
持
を
表
明

し

た
。

す

る

と

米

国

は

「
ブ
ー
ツ

。
オ
ン

・
ザ

・

グ
ラ
ウ

ン
ド

（
陸
上
自
衛

隊
を
派
遣
せ
よ

）

一
と
求

料

理

の
か

く

し
味

で
も
大

好

評

′

交代で判断

め
、
日
本
政
府
は
自
衛
隊

派
遣
に
踏
み
切
っ
た
。

陸
自
が
撤
収
後
の
〇
六

イ
ラ
ク
空
輸

活
動

　
イ
ラ
ク

「
‘
　
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
、
航
空
自
衛
隊
の

Ｃ

ｌ

３

０

輸

送

機

３

機

が
２
０
０
４
年
３
月
か
ら

０８
年
１２
月
ま
で
、
ク
ウ

ェ

ー
ト
を
拠
点

に
バ
グ
ダ

ツ

ド
空
港

な
ど
イ
ラ
ク
の
空

港

に
国
連
や
多
国
籍
軍
の

兵

士
、

物

資

を

空

輸

し

た
。
名
古
屋
高
裁
は
昨
年

４
月
、

「
他
国
の
武
力
行

使

と

一
体
化
し
、
憲
法
９

条

な

ど

に

違

反

す

る
」

と

違

憲

判

断

を

下

し

た

が
、
政
府
は
傍
論
部
分
の

指
摘

で
拘
束
力
は
な
い
と

し

て

活

動

を

継

続

さ

せ

た
。

か
」

（
〇
七
年

五
月
衆
院

イ
ラ
ク
特
別
委

）
と
政
府

に
迫

っ
た
。

社
民
党
の
辻
元
清
美
氏

（
現

国

交

副

大

臣
）

は

「
人
道
復
興
支
援
と
い
う

な
ら
、
黒
塗
り
じ

ゃ
な
い

も

の

を

出

し

て

く

だ

さ

炉
」

（
〇
六
年
十

一
月
衆

院
安
全
保
障
委
）
と
情
報

を
隠
す
政
府
に
不
満
を
表

明
し
た
。

こ
う
し
た
人

々
が
政
権

を
取
り
、
空
輸
活
動

の
デ

―
夕
は
開
示
さ
れ
た
。
そ

の

一
方

で
、
新
政
権
は
米

英

で
さ
え
揺

ら
い
だ

「
戦

争
の
大
義

」
を
ど
う
み
て

い
る
の
か
、
自
衛
隊
派
遣

は
何
だ

っ
た
の
か
見
解
を

示
し
て
い
な
い
。

昨
年

四
月
、
名
古
屋
高

裁
が
イ
ラ
ク
空
輸

に

つ
い

て

違

憲

判

断

を

示

し

た

際
、
空
輸
担
当
の
最
高

幹

部
は

「
判
決
は
乱
暴
だ
。

バ
グ
ダ

ッ
ド
に
も
非
戦
闘

地
域
は
あ
る
し
、
輸
送
機

松 苦 ′ }rtl

な
い
。
幸
い
検
証
の
材
料

に
な
る
自
衛
隊
の
資
料
は

新
政
権
の
手
元
に
あ
る
。

鳩
山
由
紀
夫
首
相
が
目
指

す

「対
等
な
日
米
関
係
」

の
構
築
に
は
、
安
保
政
策

の
検
証
が
不
可
欠
だ
。

（編
集
委
員
・
半
田
滋
）

飲
ん
で
美
味
し
く

軍帝0
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米
軍
の
た
め
の
空
輸
、鮮
明

国
連
空
輸
の
ピ
ー
ク
は
要
員
交
代
の
半
年
に

一
回
、
米
兵
空
輸
は
年
中
無
休
―
。
防
衛
省
が
開
示
し
た

「
週
間
空
輸

実
績
」
か
ら
航
空
自
衛
隊
に
よ
る
イ
ラ
ク
で
の
空
輸
活
動
の
全
容
が
判
明
し
た
。
首
都
パ
グ
ダ

ッ
ド
ヘ
の
定
期
庚
は
、

活
動
終
了
の
十
力
月
前
に
週
二
便
か
ら
三
使
に
追
加
。
終
盤
は
「
米
軍
の
た
め
の
空
輸
活
動
」
と
な

っ
た
。
（０
面
参
照
）

∠

トミ

「
週
間
空
輸
実
績
」
に

よ
る
と
、
空
自
の
Ｃ
ｌ
３

０
輸
送
機
は
ク
ウ

ェ
ー
ト

の
ア
リ

・
ア
ル
サ
レ
ム
基

地
を
拠
点
に
月
曜
日
に
バ

グ
ダ

ッ
ド
空
港
、
水
曜
日

に
バ
グ
ダ
ツ
ド
を
経
由
し

て
イ
ラ
ク
北
部
の
ア
ル
ビ

ル
ヘ
行
く
国
連
の
た
め
の

定
期
便
が
あ
り
、
ほ
か
に

週

一
日
か
ら
三
日
、
同
南

政
治
に
変
化
の
兆
し

ら
れ
た
。
イ
ラ
ク
特
措
法

に
反
対
し
た
政
党
が
中
心

の
政
権
と
な
り
、
政
治
に

変
化
の
兆
し
を
感
じ
る
。

一　
　
　
弔
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蔦

．　
い
ヽ
ヽ
ヽ
、
、

部

の

ア
リ
基

地

へ
も

飛
行

し
た

。

国

連
定

期

度

を

含

め

、

ほ

と

ん

ど

の
使

に
米

兵

が

搭
乗

。

パ
グ

ダ

ッ
ド
や
隣

接

す

る

フ

ア
ル

ー
ジ

ャ
で

武

装

勢

力

と
戦

っ
て

い
た

陸

軍

の

ほ

か

、
海

軍
、
空

軍

、
お
ｇ
具
隊
も

利

用

し
た

。

搭
乗

し
た

多
国

籍

軍

は

米

軍

（
一
万

七
千

六

百

五

派
遣
の
総
括
求
め
る

名
古
屋
イ
ラ
ク
訴
訟
弁

讚
団
の
川
口
創
弁
護
士
の

話
　
イ
ラ
ク
丞
具
の
本
質

が
米
国
な
ど
の
軍
事
作
戦

の

一
環
だ

っ
た
と
判
明
し

た
。
鳩
山
政
権
に
は
、
小

泉
政
権
で
進
め
ら
れ
た
イ

ラ
ク
戦
争
支
持
と
イ
ラ
ク

派
兵
の
総
括
を
求
め
、
国

際
貢
献
＝
自
衛
隊
の
構
図

を
改
め
る
よ
う
期
待
す

る
。

十
人

）
、

豪

州

軍

（
八

百

六

十

六

人

）

、

韓

国

軍

（
百
三
十

八

人

）

、
ポ

ー

ラ

ン

ド

軍

（
五

十

八

人

）

、

ル

ー

マ

ニ

ア

軍

（
二
人

）

の

順
だ

。

ほ

か

に

「
関
係

国

軍

人

（
十

三

人

）

」
や

米

軍

属

、

日
本

の
外

務

省

な

ど

も
活

用

し

た

。兵

士

が
持

ち

込
ん

だ

小

銃

・
拳

銃

は

五
千

三

百
九

十

五
丁

で

二

人

に

二
人

は

丸

腰

だ

ぅ

た

こ

と

に

な

る

。

だ

が

、
米

陸

軍

四
十

人

が
人

数

の

三
倍

に

あ

た

る

八
十

丁

の

小

銃

・
拳

銃

を

持

っ

て

搭

乗

す

る

な

ど

、
人

数

を
上

回
る
武

器

を
痔

ち

込

む

こ
と

も

あ

っ

た

。イ
ラ
ク
特
措
法
に
基
づ

く
実
施
要
項
に
は

「武
器

・
弾
薬

の
輸
送

は
し
な

い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
武
装
兵
の
輸
送
は
禁

止
し
て
お
ら
ず
、
武
器
輸

送
の

「
抜
け
道
」
と
し
て

「持
ち
込
み
」
が
行
わ
れ

た
疑
い
が
あ
る
。

米
軍
物
資
は
極
め
て
少

な
い
が
、
二
回
の
空
輸
は

「米
軍
貨
物
」

「米
軍
木

箱
」
と
記
録
さ
れ
、
中
身

が
分
か

ら
な

い
ま

ま
空

輸
。

「犬
」
も
あ
り
、
武

装
勢
力
の
捜
索
に
使

っ
た

軍
用
大
と
み
ら
れ
る
。

国
連
空
輸
は
、
二
〇
〇

六
年
十
月
末
か
ら
十

一
月

初
め
に
か
け
て
の
二
週
間

で
二
百
四
十
二
人
が
ア
ル

ビ
ル
を
往
復
。
そ
の
後
、

半
年
ご
と
に
大
量
搭
乗
が

あ
り
、
要
員
交
代
の
足
と

し

て
利

用

し

た

こ
と

が

分

か

る

。

豪

軍

、

韓

国
軍

が

撤

収

し

た
後

の

〇

八
年

二

月

、

パ

グ

ダ

ッ
ド

使

は

月

曜

か

ら
水

曜

ま

で

の
三

日
間

に

増

え

た

。

国

連
空

輸

の
ゼ

ロ
が
続

く

な

か

で
、

米
兵

は
毎

週

三
百

人

前

後

も

搭

乗

し

、
米

兵

の
大

量
輸

送

が
常

態

化

し

た
。
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